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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
希
望
に
満
ち
た
晴
れ

や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
二
十
一
世
紀
の
幕
開

け
で
す
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平

成
と
綴つ

づ

っ
た
激
動
の
百
年
に
別
れ
を
告
げ
、
新
し
い
時
代
を

迎
え
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高

度
情
報
化
な
ど
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
や
慣
行
で
は
対
応
で
き
な
い
時
代
が
到

来
し
て
お
り
、
新
た
な
国
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
春
日
市
に
お
き
ま
し

て
も
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
向
こ
う
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
第
四
次
春
日
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
市
の
将
来
像
を
「
輝
き

ふ
れ
あ
い

安
ら
ぎ
の
都
市

ま

ち

か
す
が
」
と
定
め
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画
の

実
現
の
た
め
に
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
で
「
市
報
か
す
が
」
は
７
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。
市

報
は
、
行
政
と
市
民
を
結
ぶ
大
切
な
情
報
の
か
け
橋
で
す
。

引
き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
十
三
年
元
旦

新
し
い
世
紀
と
な
る
平
成
13
年
１
月
１
日
、

「
市
報
か
す
が
」
は
７
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

市
報
か
す
が
の
始
ま
り
は
、
春
日
市
が
ま
だ

春
日
町
だ
っ
た
37
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、「
市
報
か
す
が
」
の
歴
史
を
ち
ょ

っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
39
年
６
月
１
日
に
、
今
の
市
報
よ
り
一

回
り
大
き
い
Ｂ
４
判
で
、「
町
政
だ
よ
り
」
第

１
号
は
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
47
年
５
月
１
日
（
第
35
号)

ま
で
、
不
定
期
に
発
行
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

上
白
水
村
、
下
白
水
村
、
須
玖
村
、
春
日

村
、
小
倉
村
が
合
併
し
、
新
春
日
村
と
な

る
。
村
役
場
を
昇
町
に
置
く
（
世
帯
数
４

１
６
、
人
口
２，

３
８
９
人
）

奴
国
王

な
こ
く
お
う

と
考
え
ら
れ
る
甕
棺
墓

か
め
か
ん
ぼ

発
見

九
州
鉄
道
（
現
在
の
天
神
大
牟
田
線
）
開

通
、
春
日
原
停
留
所
設
置

町
制
施
行
（
世
帯
数
２，

９
４
３
、
人
口

１
４，

０
７
６
人
）

「
春
日
の
婿
押

む

こ

お

し
」
が
県
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
る

上
水
道
給
水
開
始

春
日
町
章
選
定

「
町
政
だ
よ
り
」
第
１
号
発
行

第
一
次
総
合
計
画
「
健
康
で
文
化
的
な
住

宅
都
市
の
創
造
」

市
制
施
行
（
世
帯
数
１
３，

９
４
７
、
人

口
４
５，

０
１
６
人
）

板
付
基
地
春
日
原
宿
舎
（
原
町
）
よ
り
米

軍
撤
退

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
オ
ー
プ

ン集
中
豪
雨
が
春
日
市
を
襲
う
（
浸
水
家
屋

１，

７
８
０
戸
）

第
１
回
春
日
市
文
化
祭

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
給
食

（
現
福
祉
給
食
）
開
始

春
日
市
体
育
協
会
発
足

明
治
22
年

明
治
32
年

大
正
13
年

昭
和
28
年

昭
和
34
年

昭
和
36
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
48
年

昭
和
49
年
　

昭
和
50
年
　

（昭和39年9月15日・第3号）

５
号
線
（
現
在
の
県
道
31
号
線
）

は
、
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

春
日
の
あ
ゆ
み
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「
春
日
の
婿
押
し
」
が
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る

春
日
市
民
の
こ
と
ば
、
市
の
木
「
ナ
ギ
の

木
」、
市
の
花
「
ユ
リ
」
が
決
ま
る

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
設
立

第
１
回
市
民
祭
り
「
あ
ん
ど
ん
祭
り
」

県
立
春
日
高
等
学
校
開
校

公
共
下
水
道
供
用
開
始

春
日
市
文
化
協
会
発
足

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

県
立
春
日
公
園
の
造
成
始
ま
る

九
州
大
学
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
開
始

第
２
次
総
合
計
画
「
健
康
と
文
化
の
公
園

都
市
」

福
岡
市
南
部
清
掃
工
場
完
成

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ナ
ギ
の
木
苑
」
オ

ー
プ
ン

「
嫁
ご
の
尻
た
た
き
」
37
年
ぶ
り
に
復
活

市
制
施
行
10
周
年

市
の
当
初
予
算
、
１
０
０
億
円
の
大
台
に

の
る

文
化
会
館
オ
ー
プ
ン

第
１
回
春
日
市
少
年
の
船
、
４
０
０
人
が

沖
縄
研
修
へ

西
鉄
春
日
原
駅
が
急
行
停
車
駅
と
な
る

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
オ
ー
プ
ン

春
日
市
情
報
公
開
条
例
制
定

老
人
下
宿
「
幸
の
里
」
オ
ー
プ
ン

春
日
市
個
人
情
報
保
護
条
例
制
定

春
日
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足

新
た
め
池
保
全
条
例
施
行

岡
本
遺
跡
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

第
１
回
健
康
ま
つ
り

昭
和
51
年
　

昭
和
52
年
　

昭
和
53
年
　

昭
和
54
年
　

昭
和
55
年
　

昭
和
56
年
　

昭
和
57
年
　

昭
和
58
年
　

昭
和
59
年
　

昭
和
60
年
　

昭
和
61
年
　

昭
和
62
年
　

不
定
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た「
町
政
だ
よ
り
」

の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
、
昭
和
45
年
４
月
１
日

か
ら
毎
月
、「
お
知
ら
せ
版
」
の
発
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。
紙
面
に
は
、「
役
場
各
課
の
行
事

を
毎
月
ま
と
め
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
し
ら
せ

す
る
も
の
…
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
版
の
発
行
に
合
わ
せ
、
「
町
政
だ

よ
り
」
は
、
半
分
の
大
き
さ
（
Ｂ
５
判
）
へ
と

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

市
制
施
行
に
と
も
な
い
、
昭
和
47
年
４
月
１

日
の
「
お
知
ら
せ
版
」
か
ら
、「
町
政
だ
よ
り
」

は
「
市
政
だ
よ
り
」
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
「
市
政
だ
よ
り
」
は
、
昭
和
47

年
６
月
１
日
の
第
36
号
か
ら
、
毎
月
の
定
期
発

行
と
な
り
、
「
お
知
ら
せ
版
」
は
こ
れ
に
吸
収

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
49
年
４
月
１
日
・
第
58
号
か
ら
、
月
２

回
（
１
日
・
15
日
）
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
51
年
１
月
１
日
に
は
、
第
１
０
０
号
を

発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
号
は
、
初
め
て
カ
ラ
ー

印
刷
（
表
紙
の
み
）
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
　
今
月
号
の
表
紙
を
参
照
）

昭
和
51
年
４
月
１
日
（
第
１
０
６
号
）
か
ら

名
称
を
「
市
報
か
す
が
」
へ
と
変
更
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

（昭和45年４月１日・お知らせ版第１号）

交
通
安
全
運
動
な
ど
の
お
知
ら
せ

や
記
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
裏
面

に
は
、
現
在
の
「
ウ
オ
ー
ク
フ
ェ

ス
タ
」
に
あ
た
る
「
あ
る
け
あ
る

け
運
動
」
の
記
事
も
あ
り
ま
す
。

（昭和47年６月１日・第36号）

１
面
に
写
真
入
り
で
市
民
プ
ー
ル

完
成
の
記
事
。
主
婦
代
表
と
市
長

の
対
談
記
事
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
建
設
や
白
水
大
池
の
公
園

整
備
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い

ま
す
。

（昭和51年２月１日・第102号・裏面）

１
月
１
日
に
「
市
政
だ
よ
り
」
が

１
０
０
号
を
迎
え
た
記
事
で
す
。

１
面
に
は
学
校
（
春
日
小
、
西
小
、

東
中
）
の
増
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

（昭和51年10月15日・特集号）

「
ご
み
処
理
と
南
部
清
掃
工
場
」

に
つ
い
て
の
臨
時
特
集
号
で
す
。

ゴ
ミ
問
題
の
解
決
へ
向
け
て
の
取

り
組
み
が
10
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て

書
か
れ
て
い
ま
す
。



4

昭
和
63
年
　

平
成
元
年
　

平
成
２
年
　

平
成
３
年
　

平
成
４
年
　

平
成
６
年
　

平
成
７
年
　

平
成
８
年
　

平
成
９
年
　

平
成
10
年
　

平
成
11
年
　

平
成
12
年
　

平
成
２
年
５
月
１
日
（
第
４
４
４
号
）
か
ら

は
、
紙
面
の
大
き
さ
が
現
在
と
同
じ
大
き
さ（
Ａ

４
判
）
へ
と
拡
大
。
文
字
も
大
き
く
な
り
、
さ

ら
に
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

平
成
４
年
５
月
１
日
（
第
４
９
２
号
）
か
ら

は
、
再
生
紙
を
利
用
。
環
境
に
や
さ
し
い
市
報

に
な
り
ま
し
た
。

足
か
け
38
年
、
市
報
か
す
が
は
７
０
０
号
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
暖
か
い
支
援
と

ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
広
報
担
当
一

同
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
の
情
報
を
い
ち
早
く
、
そ

し
て
正
確
に
伝
え
て
行
く
と
と
も
に
、
地
域
の

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
話
題
な
ど
も
取
り
上
げ
、

さ
ら
に
親
し
み
や
す
い
「
市
報
か
す
が
」
を
作

っ
て
い
き
ま
す
。（秘

書
広
報
課
広
報
広
聴
担
当
）

第
１
回
春
日
市
表
彰
式

Ｊ
Ｒ
春
日
駅
が
誕
生

第
１
回
弥
生
の
里
フ
ェ
ス
タ

第
３
次
総
合
計
画
「
感
性
発
信
都
市
・
か

す
が
」

Ｊ
Ｒ
博
多
南
駅
が
誕
生

と
び
う
め
国
体

白
水
大
池
公
園
開
園

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

新
市
庁
舎
完
成

市
制
施
行
20
周
年

毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
・
市
民
図
書
館

オ
ー
プ
ン

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
福
岡
大
会

「
春
日
市
史
」
完
成

「
春
日
の
婿
押
し
」
が
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

春
日
市
野
外
活
動
場
オ
ー
プ
ン

人
口
10
万
人
を
超
え
る

春
日
市
国
際
交
流
協
会
設
立

第
１
回
市
民
福
祉
大
会

春
日
市
が
自
治
大
臣
表
彰
受
賞

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
オ
ー
プ
ン

下
水
道
（
汚
水
）
普
及
率
１
０
０
％
達
成

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

か
す
が
」
ス
タ
ー
ト

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
完

成福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
完
成

須
玖
・
岡
本
遺
跡
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

る

市報の中には、いろんな連載記事や、コーナーがあり

ます。その中から、長寿の５つの連載ものを取り上げて

みました。

（平成２年11月1日・第456号）

７
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
「
第
三
次

春
日
市
総
合
計
画
基
本
計
画
」
の

特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
号
で
、
初
め
て
「
平
成
２
年

（平成４年５月１日・492号）

市
制
20
周
年
を
祈
念
し
た
シ
ン
ボ

福
岡
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
広
報
紙

・
市
の
部
」
で

”特
選
（
一
位
）“

を
受
賞
し
ま
し
た
。

初
回
　
昭
和
52
年
７
月
１
日
号

（
第
１
３
６
号
）

初
回
　
昭
和
61
年
６
月
１
日
号

（
第
３
５
０
号
）

初
回
　
昭
和
62
年
６
月
１
日
号

（
第
３
７
４
号
）

初回　昭和63年５月１日号
（第３９６号）

初
回
　
昭
和
63
年
５
月
１
日
号

（
第
３
９
６
号
）

ル
マ
ー
ク
と
標
語
の
記
事
で
す
。

古
紙
回
収
に
つ
い
て
の
記
事
も
あ

り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
リ
サ
イ
ク

ル
が
重
要
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
、
風
土
記
の
前
に
も
、
中

央
公
民
館
長
に
よ
る
「
春
日
歴
史

散
歩
」
が
、
第
58
号
か
ら
第
１
３

４
号
に
渡
り
、
35
回
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
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市
剣
道
連
盟
の
１
年
間
の
活
動
納
め

と
、
剣
道
の
振
興
に
貢
献
し
た
故
人
を

し
の
ぶ
市
剣
道
祭
が
、
12
月
３
日
、
西

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
に
亡
く
な
っ
た
２
人
の

関
係
者
に
参
加
者
全
員
で
黙
と
う
を
さ

さ
げ
た
後
、
市
内
10
道
場
か
ら
出
場
し

た
２
５
０
人
の
剣
士
が
１
年
を
締
め
く

く
る
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
戦
（
敬
称
略
）

▽
小
学
生
男
子
低
学
年
の
部

北
島

き
た
じ
ま

泰
洋

や
す
ひ
ろ

（
若
水
館

わ
か
み
ず
か
ん

）

▽
小
学
生
男
子
高
学
年
の
部

乗
田

の

り

た

啓
介

け
い
す
け

（
誠
和
会

せ
い
わ
か
い

）

▽
中
学
生
男
子
の
部

佐
藤

さ

と

う

篤
あ
つ
し

（
洗
心
会

せ
ん
し
ん
か
い

）

▽
小
学
生
女
子
低
学
年
の
部

木
原

き

は

ら

加
那

か

な

（
洗
心
会
）

▽
小
学
生
女
子
高
学
年
の
部

平
川

ひ
ら
か
わ

沙
也
加

さ

や

か

（
錬
武
会

れ
ん
ぶ
か
い

）

▽
中
学
生
女
子
の
部

森
山

も
り
や
ま

南
み
な
み

（
聖
剣
会

せ
い
け
ん
か
い

）

団
体
戦

▽
小
学
生
低
学
年
の
部
　
聖
剣
会
Ａ

▽
小
学
生
高
学
年
の
部
　
誠
心
会

せ
い
し
ん
か
い

▽
中
学
生
男
子
の
部
　
　
錬
武
会
Ａ

11
月
23
日
、
遠
賀
郡

お
ん
が
ぐ
ん

水
巻
町

み
ず
ま
き
ま
ち

で
行
わ

れ
た
「
平
成
12
年
度
水
巻
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
西
日
本
大
会
」
で
、
春
日
市

か
ら
参
加
し
た
”ど
ー
じ
ゃ
あ
ー
ず
“

が
女
子
Ｃ
パ
ー
ト
で
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。昨

年
の
”フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
“
”さ
く

ら
ク
ラ
ブ
“
の
２
チ
ー
ム
に
続
く
快
挙

に
、
春
日
市
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
見
せ

つ
け
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
準
決
勝
で
１
セ
ッ
ト

落
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ

て
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。

決
勝
で
は
、
奇
し
く
も
同
じ
春
日
市

か
ら
出
場
し
た
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
熱

戦
の
末
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
吉よ

し

川か
わ

未
代
子

み

よ

こ

さ
ん
は
「
念
願
の
優
勝
が
で

き
て
う
れ
し
い
。
来
年
も
優
勝
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。

12
月
２
日
、
日
の
出
小
学
校
体
育
館

で
、
第
２
回
音
楽
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

学
年
ご
と
に
、
小
道
具
や
衣
装
を
作

っ
た
り
、
音
読
劇
に
仕
上
げ
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
、
ど
の
ス

テ
ー
ジ
も
、
見
ご
た
え
、
聴
き
ご
た
え

十
分
。

そ
の
う
ち
、
５
年
生
は
「
伝
え
よ
う

！
日
の
出
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
し

ま
し
た
。

ま
ず
子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休
み
の
課

題
と
し
て
、
日
の
出
の
歴
史
を
調
べ
ま

し
た
。
２
学
期
に
入
る
と
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
活
用
し
て
、
地
域
の
人

に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
こ
の
調
査

結
果
を
も
と
に
、
音
楽
劇
を
作
っ
た
の

で
す
が
、
な
ん
と
台
本
か
ら
背
景
、
小

道
具
、
作
詞
・
作
曲
、
演
奏
ま
で
す
べ

て
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
で
し
た
。

保
護
者
や
地
域
の
人
と
連
携
し
て
作

ら
れ
た
こ
の
音
楽
発
表
会
を
、
今
後
と

も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

△気合いを込めて、メ～ン

△「伝えよう!日の出の心」を発表する5年生 △見事優勝を果した「どーじゃーず」

「
人
権
の
花
」
運
動
を
続
け
て
い
る

市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
委
員
が
、

こ
の
ほ
ど
、
春
日
北
小
学
校
を
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

同
協
議
会
が
、
毎
年
、
市
内
の
小
学

校
か
ら
一
校
を
選
び
、
１
年
か
け
て
”ひ

ま
わ
り
“
を
種
か
ら
育
て
て
も
ら
っ
て

い
る
も
の
で
、
「
よ
く
が
ん
ば
っ
て
、

大
き
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
ね
」
と
そ

の
努
力
を
た
た
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
こ
た
え
て
子
ど
も
た
ち
は
、

真
夏
の
水
や
り
の
苦
労
や
支
柱
作
り
を

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
、

そ
し
て
花
が
咲
い
た
と
き
の
喜
び
を
作

文
に
し
て
委
員
た
ち
に
報
告
し
ま
し
た
。

委
員
た
ち
は
「
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
ひ

ま
わ
り
を
、
大
切
に
見
守
り
育
て
て
き

た
思
い
や
り
が
作
文
か
ら
感
じ
ら
れ
ま

し
た
」
と
、
こ
の
運
動
の
成
果
を
実
感

し
て
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で
し
た
。

△ひまわりを通して人権の輪が広がっています
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

写真は、お子さんの顔が大きく
写っているもので、裏にお子さん
の氏名（ふりがな）、生年月日、住
所、電話番号を書き、秘書広報課
広報広聴担当まで郵送ください。
対象は３歳までで、２月１日ま

での到着分の中から抽選で決定し
ます。

３月生まれのお子さん募集中

健
康
度
測
定
を
受
け
て
、
健
康
づ
く

り
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

測
定
の
結
果
か
ら
、
あ
な
た
に
合
っ

た
運
動
の
量
や
方
法
に
つ
い
て
助
言
し

ま
す
。

日
時

▽
１
月
９
日
�

午
前
10
時
〜
、
11
時
〜
、
正
午
〜

▽
１
月
23
日
�

午
後
６
時
〜
、
７
時
〜
、
８
時
〜

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
度
測
定

室
（
昇
町
１
―
１
２
０
）

内
容

▽
診
察
・
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

▽
最
大
酸
素
摂
取
量
の
測
定
（
自
転
車

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
約
16
分
間
こ
ぎ

ま
す
）

▽
健
康
度
の
評
価

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

２，

１
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

※

事
前
（
３
か
月
以
内
）
に
、
市
で

行
う
基
本
健
康
診
査
ま
た
は
同
程
度

の
内
容
の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

市
内
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
い

ず
れ
も
約
６
・
５
キ
ロ
）
を
巡
る
健
康

ウ
オ
ー
ク
に
参
加
し
て
、
体
を
ポ
カ
ポ

カ
温
め
ま
せ
ん
か
。

だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程
・
コ
ー
ス

▽
１
月
９
日
�
　
白
水
大
池
公
園
を
巡

る
コ
ー
ス

▽
２
月
13
日
�
　
岡
本
遺
跡
を
巡
る
コ

ー
ス

▽
３
月
13
日
�
　
大
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

を
巡
る
コ
ー
ス

※

雨
天
の
場
合
は
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

で
、ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
ま
す
。

集
合
時
間

午
前
９
時
30
分

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

健
　
　
康

健
康
度
測
定

１
月
分
参
加
者
募
集

平
成
13
年
度
中
に
、
市
が
行
う
一
般

（
指
名
）
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望

す
る
業
者
は
、
資
格
審
査
の
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
参
加
資
格
の
有
効
期
間

は
、
４
月
１
日
か
ら
平
成
14
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

受
付
期
間

２
月
１
日
�
〜
15
日
�
の

平
日
の
午
前
９
時
〜
11
時
と
午

後
１
時
〜
３
時
30
分

受
付
場
所

市
役
所
５
階
財
政
課

提
出
部
数

１
部

※

指
定
様
式
と
記
入
要
領
は
、
１
月

15
日
�
か
ら
２
月
15
日
�
ま
で
財
政

課
で
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
契
約
担
当

み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん
か

健
康
ウ
オ
ー
ク

橋
口

は
し
ぐ
ち

晶あ
き

ち
ゃ
ん
（
須
玖
南
）

平
成
12
年
１
月
22
日
生

提出書類一覧表� ○：必ず提出　△：該当する場合のみ提出�

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

⑨�

⑩�

⑪�

⑫�

⑬�

⑭�

⑮�

○�

○�

―�

―�

△�

○�

○�

△�

△�

○�

△�

○�

○�

○�

○�

○�

―�

△�

○�

△�

○�

○�

―�

△�

○�

△�

○�

○�

○�

○�

○�

―�

△�

○�

△�

○�

△�

△�

△�

○�

△�

○�

○�

○�

○�

様 　式 　名� 備　　　考�工事� 物 品�
役 務�

コンサル�
タント�

一般（指名）競争入札参加資格審査申請書�

審査基準日が平成11年9月1日以降のもの�

申請日の直前に確定した決算のもの（2か年分）�

過去2年間の事業実積�

支店長などに権限が委任されて�
いる業者�

本社印�

契約締結先事業所分�

80円切手をはっておく�

経営事項審査結果通知書（写）�

営業許可証明書（写）�

財務諸表�

営業所一覧表�

事業経歴書�

技術者一覧表�

官公需適格組合証明書（写でも可）�

委　任　状�

印鑑証明書�

使用印鑑届�

納税証明書�

返信用封筒�

業者カード�

入　力　表�

※　①⑤⑥⑦⑪⑬⑭⑮は指定様式となっています。�
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第
４
期
（
１
月
分
）
の
納
期
限
は
１

月
31
日
�
で
す
。

お
手
元
の
納
付
書
を
持
参
し
て
、
銀

行
か
、
市
内
の
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機

関
、市
役
所
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
納

め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。
あ
な
た
の

口
座
が
あ
る
各
金
融
機
関
か
市
役
所
窓

口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

に
は
「
納
付
書
」
「
通
帳
」
「
印
か
ん

（
届
出
印
）」
が
必
要
で
す
。

※

年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

で
納
め
て
い
る
人
の
１
月
分
の
保
険

料
は
、
す
で
に
12
月
に
支
給
さ
れ
た

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
の
食
事
の
負
担
額
は
、

家
庭
で
の
平
均
的
な
食
費
を
も
と
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
老
人
保
健
制
度
や
医
療
保
険

制
度
に
お
け
る
食
事
の
負
担
額
の
改
定

に
あ
わ
せ
て
、
介
護
保
険
施
設
で
も
食

事
の
負
担
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

対
象
施
設

▽
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）

▽
介
護
老
人
保
健
施
設

▽
介
護
療
養
型
医
療
施
設

改
定
後
の
負
担
額

１
日
７
８
０
円

（
現
行
７
６
０
円
）

※

次
に
該
当
す
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
軽
減
さ
れ
た
金

額
の
ま
ま
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

１
日
５
０
０
円

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
老
齢
福

祉
年
金
受
給
者
、
も
し
く
は
生
活
保

護
受
給
者

１
日
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

離
乳
は
順
調
に
す
す
ん
で
い
ま
す
か
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
食
事
の
量
や
内
容
の

個
人
差
が
大
き
く
、
悩
ん
で
い
る
お
母

さ
ん
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
離
乳
中
期
以
降
の
離
乳
食

の
作
り
方
や
、
す
す
め
方
の
教
室
を
開

き
ま
す
。

託
児
も
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
30
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

６
〜
８
か
月
の
子
ど
も
を
持
つ

親

募
集
人
数

20
人
（
申
込
先
着
順
）

材
料
費

２
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

申
込
方
法

１
月
19
日
�
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

人
に
好
か
れ
よ
う
と
す
る
前
に
、
嫌

わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
処
世
術

の
一
つ
で
し
ょ
う
。

『
人
は
盗
人

ぬ
す
っ
と

、
願
日

が

ん

び

は
雨
』

こ
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
は
、
人
間
の

中
で
一
番
嫌
わ
れ
る
の
は
ど
ろ
ぼ
う
で
、

願
か
け
で
一
番
嫌
わ
れ
る
日
は
雨
の
降

る
日
と
い
う
こ
と
で
す
。

昔
の
農
村
は
、
カ
ギ
を
か
け
て
寝
る

必
要
は
な
い
く
ら
い
ど
ろ
ぼ
う
が
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
”畦あ
ぜ

せ
せ
り
“
と

い
う
ど
ろ
ぼ
う
に
似
た
こ
と
を
す
る
人

は
村
一
番
の
嫌
わ
れ
者
で
し
た
。

”畦
“
と
い
う
の
は
、
田
ん
ぼ
の
一

枚
一
枚
を
区
切
る
役
割
と
、
田
の
水
を

た
め
る
土
手
の
役
割
を
す
る
盛も

り
土
の

こ
と
で
す
。
人
が
一
人
や
っ
と
通
れ
る

く
ら
い
の
幅
で
、
と
き
に
は
自
分
の
田

ん
ぼ
に
行
く
と
き
の
通
り
道
に
も
な
り

ま
す
。”せ
せ
る
“
は
、”い
じ
く
る
“
と

い
う
意
味
の
方
言
で
す
。
つ
ま
り
、”畦

せ
せ
り
“
は
、
”田
ん
ぼ
の
境
界
い
じ

り
“
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

畦
せ
せ
り
と
い
わ
れ
る
人
は
、
毎
年

５
月
の
田
植
え
前
と
12
月
の
麦
ま
き
前

の
田
す
き
の
時
期
に
な
る
と
、
隣
の
田

の
持
ち
主
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
こ

っ
そ
り
と
５
㎜
、
10
㎜
と
少
し
ず
つ
犁

で
畦
を
削
り
と
っ
て
、
自
分
の
田
ん
ぼ

を
広
げ
て
い
く
の
で
す
。畦
せ
せ
り
は
、

悪
質
で
陰
険
な
だ
け
に
、
ど
ろ
ぼ
う
行

為
の
中
で
も
最
も
嫌
わ
れ
る
こ
と
で
し

た
。「

願
日
は
雨
」
に
つ
い
て
も
説
明
が

必
要
で
す
。
昔
は
、
自
分
が
叶
え
た
い

希
望
や
願
い
ご
と
を
神
仏
に
祈
願
す
る

習
俗
が
あ
り
ま
し
た
。
願
い
ご
と
が
あ

る
と
、
そ
の
成
就

じ
ょ
う
じ
ゅ

の
た
め
に
、
神
さ
ま

や
仏
さ
ま
に
お
誓
い
を
し
ま
す
。
こ
れ

を
”ご
願
立

が

ん

た

て
“
と
か
”ご
願が

ん

か
け
“
と

い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
病
気

平
癒

へ

い

ゆ

の
願
を
か
け
て
、
そ
の
病
気
が
治

る
と
、
願
を
か
け
た
寺
社
に
お
礼
参
り

を
し
ま
す
。
こ
れ
を

”ご
願
ほ
ど
き
“

と
言
い
ま
す
。

春
日
市
域
で
一
番
知
ら
れ
た
ご
願
立

て
の
例
は
、
宇
美
八
幡
さ
ま
に
安
産
祈

願
に
行
く
風
習
で
す
。
今
で
は
車
で
お

参
り
に
行
く
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
昔
は
妊
娠
５
か
月
目
か
７
か
月
目

に
な
る
と
、
お
よ
そ
２
里
半
（
10
㎞
）

も
あ
る
宇
美
町
ま
で
歩
い
て
出
か
け
ま

し
た
。
祈
願
が
終
わ
る
と
、
お
札ふ

だ

と
子こ

安
石

や
す
い
し

を
頂
い
て
、
竹
筒
に
産
湯

う

ぶ

ゆ

の
水
を

入
れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

宇
美
八
幡
さ
ま
の
ご
願
ほ
ど
き
は
、

た
い
て
い
子
ど
も
の
生
ま
れ
た
年
の
お

祭
り
の
日
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
お
祭

り
は
神
功
皇
后

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

が
、
祭
神
で
あ
る
応
神

お
う
じ
ん

天
皇
を
出
産
し
た
日
と
さ
れ
て
い
る
12

月
14
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
生
ま
れ
た
赤

ん
坊
を
背
負
っ
て
、
ご
願
立
て
を
し
た

日
に
頂
い
て
き
た
石
と
、
も
う
一
つ
、

赤
ん
坊
の
名
前
を
書
い
た
別
の
石
を
返

し
て
き
ま
し
た
。

願
か
け
の
日
は
縁
起
を
か
つ
ぐ
大
切

な
日
な
の
で
、
お
天
道

て
ん
と
う

さ
ま
の
見
え
な

い
雨
の
日
を
嫌
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
づ
み

処
世
の
こ
と
わ
ざ
　
そ
の
２

264

１
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
施
設
の
食
事
の
負
担
額

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

す
き

講
座
・
教
室

介
護
保
険
料
（
普
通
微
収
）

今
月
は
第
４
期
の
納
期
で
す
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

岡
崎

お
か
ざ
き

愛
弓

あ

ゆ

み

ち
ゃ
ん
（
宝
町
）

平
成
12
年
１
月
８
日
生

松
永

ま
つ
な
が

睦
也

と
も
や

ち
ゃ
ん
（
日
の
出
町
）

平
成
12
年
１
月
21
日
生

山
口

や
ま
ぐ
ち

ひ
と
み
ち
ゃ
ん
（
大
谷
）

平
成
11
年
１
月
26
日
生

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

○
小
学
生
水
泳
教
室
（
定
員
　
30
人
）

対
象

水
の
苦
手
な
小
学
生

日
程

１
月
28
日
�
〜
３
月
25
日
�
　

（
２
月
25
日
�
を
除
く
毎
週

日
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

※

い
ず
れ
も
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
結
果
は
当
選
者
の
み
通
知

し
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

参
加
費

１
教
室
１，

０
０
０
円

申
込
期
間

１
月
５
日
�
〜
19
日
�

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希

望
す
る
教
室
名
、
住
所
、
郵
便

番
号
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を
連

絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

�
（
915
）
３
５
０
０

5
（
585
）
１
６
３
４

温
水
プ
ー
ル
を
個
人
で
利
用
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
ワ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・

レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

「
少
し
は
泳
げ
る
け
れ
ど
、
も
う
ち

ょ
っ
と
上
手
に
な
る
に
は
」
「
水
中
で

の
歩
き
方
の
コ
ツ
は
」な
ど
の
質
問
に
、

温
水
プ
ー
ル
の
職
員
が
助
言
し
ま
す
。

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程

１
月
９
日
�
〜
３
月
27
日
�

（
毎
週
火
曜
日
）

※
　
第
３
火
曜
日
、祝
日
は
除
き
ま
す
。

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

温
水
プ
ー
ル
で
行
う
水
泳
教
室
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
（
定
員
　
30
人
）

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

２
月
１
日
�
〜
３
月
22
日
�
　

（
毎
週
木
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

○
初
心
者
水
泳
教
室
（
定
員
　
30
人
）

対
象

18
歳
以
上
で
泳
ぎ
の
苦
手
な

人

日
程

２
月
２
日
�
〜
３
月
２
日
�

（
毎
週
火
・
金
曜
日
　
全
８

回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

○
親
子
水
遊
び
教
室
（
定
員
　
20
組
）

対
象

３
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ

の
保
護
者

日
程

１
月
27
日
�
〜
２
月
17
日
�

（
毎
週
土
曜
日
　
全
４
回
）

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

11
月
27
日
、
最
終
の
「
春
日
市
障
害

者
福
祉
長
期
行
動
計
画
検
討
協
議
会
」

が
市
役
所
で
開
か
れ
、
会
長
の
門
田
光

司
さ
ん
（
福
岡
県
立
大
学
教
授
）
が
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
を
ま
と
め
た
報

告
書
を
井
上
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
平
成
12
年
７
月
に
市

民
公
募
を
含
む
11
人
の
委
員
で
発
足
。

毎
月
１
回
会
議
を
開
き
、
平
成
７
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
障
害
者
福
祉
に
つ
い

て
の
計
画
の
見
直
し
を
す
る
た
め
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

市
は
今
後
、
こ
の
報
告
を
も
と
に
長

期
行
動
計
画
を
作
り
、
障
害
者
福
祉
に

つ
い
て
の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
高
齢
障
害
課
障
害
担
当
）

市
川
点
字
図
書
館
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
す
る
た
め
、
点
字
を
全
く
知

ら
な
い
人
を
対
象
に
、
郵
便
で
添
削
指

導
す
る
点
字
講
座
を
開
き
ま
す
。

受
講
期
間

１
年
間

※

期
間
中
、
何
度
で
も
添
削
を
受
け

ら
れ
ま
す
。郵
便
料
金
は
無
料
で
す
。

受
講
料

１
２，

８
０
０
円

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
「
資
料
請
求
」

と
書
い
て
１
月
25
日
�
ま
で
に

送
る
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）

※

送
っ
て
来
る
資
料
に
申
込
用
紙
を

兼
ね
た
振
替
用
紙
が
付
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
川
点
字
図

書
館
通
信
部
（
〒
108
―
０
０
１

４
東
京
都
港
区
芝
４
―
７
―
６

尾
家

お

か

ビ
ル
１
階
）

�
０
３
―
５
４
３
９
―
６
７
７

２
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

※

同
図
書
館
は
、
点
字
図
書
や
録
音

図
書
を
制
作
し
、
全
国
の
目
の
不
自

由
な
人
に
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

お
お
む
ね
45
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
パ
ソ
コ
ン
」
の

初
心
者
向
け
講
座
を
開
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

１
月
11
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
Ａ
Ｂ
（
原
町
３
―
１
―

７
）

定
員

１
２
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

１
月
10
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

受
付
時
間

午
後
６
時
〜
11
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ソ
コ
ン
同

好
会
　
恒
崎

つ
ね
ざ
き

�
（
691
）
７
３
４
９

点
字
通
信
講
座

市
川
点
字
図
書
館

シ
ニ
ア
の
た
め
の

や
さ
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座
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長
く
職
場
を
離
れ
て
い
て
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
で
す
。

期
間

２
月
７
日
�
〜
３
月
15
日
�

（
原
則
と
し
て
毎
週
火
〜
金
曜

日
　
計
21
日
間
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば

る
（
原
町
３
―
１
―
７
）

定
員

20
人
（
面
接
の
う
え
選
考
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
は

自
己
負
担
）

申
込
方
法

１
月
11
日
�
、
12
日
�
に

電
話
で
申
し
込
む

※

そ
の
際
、
面
接
の
日
時
が
指
定
さ

れ
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー

�
（
473
）
６
９
６
１

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
自
由
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時

１
月
10
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

母
子
家
庭
を
対
象
に
、
親
子
料
理
教

室
を
開
き
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
ギ
ョ

ー
ザ
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

１
月
７
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
栄
養
指

導
室
（
昇
町
１
―
１
２
０
）

定
員

30
組
（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
タ
オ
ル

申
込
方
法

１
月
５
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
（
白
水
大
池
公
園

売
店
）

�
（
596
）
９
９
２
５

”ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
“
を
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

▽
１
月
23
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

車
イ
ス
体
験

▽
１
月
24
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

▽
１
月
25
日
�
　
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
　
施
設
活
動
体
験

▽
１
月
26
日
�
　
午
前
11
時
〜
午
後
１

時
　
お
も
ち
ゃ
図
書
館
体
験

※
　
１
日
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町
３

―
１
０
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
（
501
）
１
１
３
６

竹
で
組
ん
だ
や
ぐ
ら
を
燃
や
し
、
そ

の
年
の
無
病
息
災
を
祈
る
伝
統
行
事
”ど

ん
ど
焼
き
“
が
、
今
年
も
１
月
７
日
か

ら
14
日
に
か
け
て
市
内
各
地
で
行
わ
れ

ま
す
。

例
年
、
こ
の
ど
ん
ど
焼
き
で
家
庭
の

”し
め
飾
り
“
が
燃
や
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
、
そ
の
材
料
の
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
か
ら
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な

ど
の
有
毒
ガ
ス
に
対
す
る
不
安
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、各
家
庭
の
し
め
飾
り
は
、

環
境
へ
の
配
慮
か
ら

”ど
ん
ど
焼
き
“

に
は
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
環
境
対
策
課
）

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の
技
術
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
と
操
作

子
育
て
教
室
参
加
者
募
集

「
予
防
接
種
に
つ
い
て
」

退
職
し
た
ら
国
保
に
加
入
を

勤
務
先
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
ら

国
保
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
は
、
２
週
間
以
内
で
す
。

※

勤
務
先
の
保
険
を
継
続
し
た
り
被

扶
養
者
に
な
る
人
は
、
国
保
に
加
入

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
税
は
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

加
入
届
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国
保

税
は
退
職
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
加
入
届
は
お
早
め
に
！

就
職
し
た
ら
喪
失
届
を

新
た
に
勤
務
先
の
健
康
保
険
が
で
き

た
ら
国
保
の
喪
失
届
が
必
要
で
す
。

健
康
保
険
の
加
入
、
喪
失
届
け
と
同

時
に
、年
金
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く
。

届
出
に
必
要
な
も
の
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
の
退
職
者
医
療
に
該
当
す
る
と
、

病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
割

合
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は

国
保
の
加
入
者
で
、
厚
生
年
金
ま
た

は
共
済
年
金
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
の

受
給
者
で
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期

間
が
20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
に

10
年
以
上
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

※

国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
、
計
算

に
入
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
人
医
療
の
受
給
者
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

▽
国
保
の
保
険
証

▽
年
金
証
書

▽
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
証
明
　

（
加
入
期
間
が
20
年
未
満
の
人
）

▽
印
か
ん

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
国
保
年
金
課
）

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

健
康
保
険

母
子
家
庭
親
子
料
理
教
室

参
加
者
募
集

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」
参
加
者
募
集

そ

の

他

退
職
者
医
療

区　　分�
割　　　合�

入  院�外  来�

退　　職�

被保険者�

退　　職�

被扶養者�2割�3割�

2割�

�



女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
実
際
に
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
が

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

日
程

２
月
３
日
�
〜
24
日
�
（
毎
週

土
曜
日
　
計
４
回
）

※
　
３
月
８
日
�
に
実
習
を
行
い
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
野
城
市
曙
町
２
―
３
―
２
）

内
容

▽
女
性
の
人
権
、
女
性
へ
の
暴
力
と
は

▽
電
話
・
面
接
相
談
を
ど
う
受
け
る
か

▽
別
居
、
離
婚
の
ノ
ウ
ハ
ウ

▽
自
立
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ

な
す

対
象

女
性
の
人
権
相
談
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
る

人

定
員

30
人
程
度

受
講
料

２，

０
０
０
円
（
教
材
費
を

含
む
）

申
込
期
限

１
月
25
日
�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ア
ジ
ア
女
性

セ
ン
タ
ー

�
（
513
）
７
３
３
３
（
5
兼
用
）

小
郡
市
は
、
都
市
住
民
を
対
象
に
大

型
市
民
農
園
を
開
園
し
ま
し
た
。

土
に
親
し
み
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ

い
た
い
人
、
週
末
は
自
然
に
触
れ
た
い

と
考
え
て
い
る
人
の
応
募
を
待
っ
て
い

ま
す
。
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

場
所

小
郡
市
干
潟
１
４
９
１
―
３

貸
出
区
画

１
５
７
区
画
（
１
区
画
５

ｍ
×
７
ｍ
）

※

駐
車
場
や
ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
機
具
（
鍬
、
鎌
、

一
輪
車
な
ど
）
も
無
償
で
貸
し
出
し

ま
す
。

利
用
料
金

年
間
７，

５
０
０
円

申
込
方
法

利
用
料
金
を
添
え
て
申
し

込
む
（
先
着
順
）

※
　
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

小
郡
市
役
所

農
政
課
農
地
整
備
係
（
小
郡
市

小
郡
２
５
５
―
１
）

�
０
９
４
２
（
72)

２
１
１
１

１
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
間
、
歯

科
の
救
急
患
者
の
応
急
診
療
を
行
い
ま

す
。

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

持
っ
て
く
る
も
の

保
険
証

10

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

緒
方

お

が

た

裕
大

ゆ
う
だ
い

ち
ゃ
ん
（
春
日
）

平
成
11
年
１
月
26
日
生

尾
崎

お
ざ
き

太
一

た
い
ち

ち
ゃ
ん
（
宝
町
）

平
成
11
年
１
月
17
日
生

永
家

な
が
い
え

華
鈴

か

り

ん

ち
ゃ
ん
（
春
日
）

平
成
11
年
１
月
８
日
生

女
性
の
人
権
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
セ
ミ
ナ
ー
「
女
性
の
自
立
支

援
と
は
？
」
受
講
生
募
集

小
郡
市
の
城
山
農
園

利
用
者
募
集

年
始
の
歯
科
休
日

急
患
当
番
医

市
は
、
11
月
６
日
に
総
合
計
画
審
議

会
か
ら
答
申
さ
れ
た
内
容
を
基
に
総
合

計
画
基
本
計
画
を
決
定
し
、
12
月
定
例

市
議
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、「
輝

き
　
ふ
れ
あ
い
　
安
ら
ぎ
の
都
市

ま

ち

か

す
が
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
計
画
の
内
容
は
、
市
役
所
２
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
ok

a.jp
/

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
情
報
課
企
画
担
当
）

受
付
期
間

１
月
９
日
�
〜
17
日
�

※

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
ま
で

受
付
場
所

▽
新
規
の
入
所
希
望

市
役
所
２
階
２
０
７
会
議
室

▽
継
続
希
望
　
各
保
育
所
（
園
）

※

申
込
用
紙
は
、
各
保
育
所
（
園
）

か
、
こ
ど
も
未
来
課
保
育
所
担
当
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
に
入
所
で
き
る
の
は

�
市
内
に
居
住
し
て
い
る

�
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
事
情
が
あ
る

�
生
後
３
か
月
以
上
（
一
部
の
保
育
所

で
は
生
後
51
日
以
上
）

の
乳
幼
児
で
す
。

た
だ
し
、
年
齢
や
保
育
所
の
状
況
な

ど
で
、
必
ず
し
も
希
望
の
保
育
所
に
入

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
保
育

所
担
当

1

1

1

1

1

1
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
レ

ン
タ
ル
し
て
利
用
し
て
い
る
人
に
、
レ

ン
タ
ル
料
の
助
成
を
し
ま
す
。

助
成
限
度
額

５，

０
０
０
円
（
１
世

帯
１
回
限
り
）

対
象

市
内
に
住
む
人
で
、
３
親
等
以

内
の
血
族
ま
た
は
姻
族
に
あ
た

る
満
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
た

め
に
レ
ン
タ
ル
す
る
人

助
成
期
限

平
成
14
年
３
月
31
日

※

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

保
健
婦
（
士
）
、
助
産
婦
、
看
護
婦

（
士
）、
准
看
護
婦
（
士
）、
歯
科
衛
生

士
お
よ
び
歯
科
技
工
士
の
免
許
を
持
っ

て
い
る
人
で
、
現
在
、
そ
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
る
人
は
、
２
年
ご
と
に
、
12

月
31
日
時
点
の
氏
名
、
住
所
な
ど
を
所

定
の
様
式
で
保
健
所
に
届
け
出
る
よ
う

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
届
け
出
の
年
で
す
。
忘
れ
ず

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

１
月
15
日
�

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
医
療
指
導
課

�
（
643
）
３
２
７
６

▽
最
寄
り
の
保
健
所

日
時

１
月
10
日
�

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
は
午

後
１
時
〜
３
時
ま
で
）

場
所

春
日
市
商
工
会
（
伯
玄
町
２
―

24
）

定
員

６
人
（
受
付
先
着
順
）

※

相
談
時
間
は
１
人
30
分
程
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工
会

�
（
581
）
１
４
０
７

母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
を
対
象
と
し

た
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

で
す
。

日
時

１
月
28
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
７
研

修
室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

定
員

10
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

１
月
20
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
（
白
水
大
池
公
園

売
店
）

�
（
596
）
９
９
２
５

春
日
市
野
外
活
動
場
内
の
星
の
館（
天

体
観
測
所
）
で
、
星
の
観
望
会
を
行
い

ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

１
月
27
日
�

午
後
７
時
〜
９
時
（
予
定
）

※

天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

（
大
野
城
市
牛
頸
）

参
加
費

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
０
０
円

募
集
人
員

20
人
程
度
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
（
保
護
者
同
伴
の
場
合
は

保
護
者
名
も
）、
年
齢
、
電
話

番
号
、
実
施
日
を
記
入
し
、
１

月
19
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

「
星
の
館
観
望
会
」
係
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

�
（
571
）
３
２
３
４

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

レ
ン
タ
ル
料
を
助
成
し
ま
す

�　はがきに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所秘書
　　　広報課「みてみてきいて」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

私
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
お
付
合
い
の
難
し
さ
に
悩
ん

で
い
ま
す
。

同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
人
が
、
小

さ
い
子
ど
も
（
２
〜
５
歳
く
ら
い
）
を

連
れ
て
私
の
家
へ
来
ら
れ
る
時
の
こ
と

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
、
玄
関

を
入
る
や
い
な
や
無
言
で
靴
を
脱
ぎ
捨

て
、
中
へ
走
り
込
ん
で
く
る
の
で
す
。

同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
で
親
同
志
が
親
し

く
し
て
い
る
の
で
、
我
が
家
も
同
然
と

い
う
感
覚
な
の
で
し
ょ
う
か
…
。

私
は
そ
れ
が
た
ま
ら
な
く
不
愉
快
な

の
で
す
。
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
も
、

よ
そ
の
家
と
の
区
別
を
は
っ
き
り
つ
け

る
よ
う
に
親
が
し
つ
け
る
か
、
少
な
く

と
も
腕
を
ひ
い
て
で
も
制
止
す
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
考
え
は
間
違
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

以
前
、
込
ん
で
い
る
寿
司
屋
で
順
番

待
ち
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。
だ
れ

も
が
待
ち
く
た
び
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

４
〜
５
歳
ぐ
ら
い
の
お
姉
ち
ゃ
ん
と
３

歳
ぐ
ら
い
の
妹
が
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と

言
っ
て
走
り
ま
わ
っ
て
騒
い
で
い
ま
し

た
。
結
構
長
い
間
そ
ん
な
調
子
だ
っ
た

の
で
「
う
る
さ
い
な
あ
」
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
な
ん
と
子
ど
も
た
ち
が

走
り
よ
っ
て
い
る
相
手
は
お
父
さ
ん
で

し
た
。
お
父
さ
ん
が
、
二
人
の
子
ど
も

を
相
手
に
遊
ん
で
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

静
か
に
順
番
を
待
っ
て
い
る
小
さ
い

子
も
い
ま
す
。
静
か
に
で
き
な
い
の
な

ら
外
で
順
番
を
待
つ
か
、
注
意
す
る
と

い
う
姿
勢
が
必
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

公
共
の
場
で
の
し
つ
け
は
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
し
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。

匿
名
希
望

し
っ
か
り
し
つ
け
を
し
て
ネ

商
工
会
無
料
法
律
相
談

母
子
家
庭
な
ど
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

看
護
職
員
な
ど
の
皆
さ
ん

業
務
従
事
者
届
を
お
忘
れ
な
く

星
の
観
望
会

悩
め
る
お
ば
さ
ん
は
限
界

マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
悩
み

ペ
ン
ネ
ー
ム
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現
代
風
桃
太
郎�

　
　
「
桃
子
の
挑
戦
」�

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
客
用
座
布
団
▽
エ
ン
ジ
色
▽
無
地
▽

５
枚
▽
綿
の
つ
む
ぎ
▽
２，

５
０
０
円

●
陶
器
類
（
皿
・
コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト
・

器
な
ど
）
●
ガ
ラ
ス
類
（
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
・
ブ
ラ
ン
デ
ー
グ
ラ
ス
な
ど
）
▽
い

ず
れ
も
５
客
セ
ッ
ト
で
▽
そ
れ
ぞ
れ
２

０
０
〜
３
０
０
円
▽
吉
本

よ
し
も
と

�
（
501
）
３

０
１
７
（
正
午
以
降
）

●
婦
人
用
自
転
車
▽
26
イ
ン
チ
▽
５
０

０
円
●
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
掛
時
計
▽

新
品
▽
直
径
32
㎝
▽
回
転
飾
り
付
き
▽

定
価
１
２，

０
０
０
円
の
品
を
２，

５

０
０
円
▽
臼
井

う

す

い

�
（
502
）
０
６
７
１

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

●
伸
縮
式
パ
イ
プ
ハ
ン
ガ
ー
▽
高
さ
、

幅
が
調
整
で
き
る
も
の
▽
５
０
０
円
以

内
で
▽
臼
井

う

す

い

�
（
502
）
０
６
７
１

●
春
日
第
一
・
第
二
、
春
日
西
幼
稚
園

の
男
児
用
制
服
、
ス
モ
ッ
ク
、
帽
子
、

カ
バ
ン
、
体
操
服
な
ど
▽
１
２
０
㎝
▽

安
価
で
▽
内
山

う
ち
や
ま

�
（
502
）
３
８
８
７

●
春
日
幼
稚
園
の
男
児
用
制
服
、帽
子
、

体
操
服
、
遊
び
着
な
ど
▽
現
在
98
㎝
で

４
月
に
年
中
で
入
園
予
定
▽
で
き
れ
ば

無
料
で
▽
徳
安

と
く
や
す

�
（
573
）
９
２
３
０

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
は
》

■
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

品
物
名
（
色
、
サ
イ
ズ
、
特
徴
な
ど
詳

し
く
）、
有
料
・
無
料
の
別
（
有
料
の

場
合
は
１
万
円
を
上
限
と
す
る
希
望
価

格
）
な
ど
を
書
い
て
市
役
所
秘
書
広
報

課
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。

品
物
の
引
き
取
り
方
法
や
ク
レ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事
者
間
で

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
営
利
目
的
で
の
利
用
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
先
方
へ
の
電
話
は
、
１
月

１
日
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
家
庭
を
対
象
に
、
高
校

や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
際
の
資
金
を

無
利
子
で
貸
し
付
け
る
た
め
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

日
時

１
月
21
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

春
日
市
役
所
２
階
大
会
議
室
　

（
原
町
３
―
１
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
母
子

児
童
担
当

―
前
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ
―

あ
る
所
に
お
婆
さ
ん
と
お
爺
さ
ん
が

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
突
然
、

お
婆
さ
ん
が
山
に
柴
刈
り
に
行
き
た
い

と
言
い
出
し
、
二
人
は
、
日
頃
の
役
割

を
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
爺
さ
ん
が
家
事
の
大
変
さ
を
痛
感

し
な
が
ら
川
で
洗
濯
を
し
て
い
る
時
、

大
き
な
桃
を
拾
い
ま
し
た
。
そ
の
桃
に

包
丁
を
入
れ
て
み
る
と
、
中
か
ら
女
の

赤
ち
ゃ
ん
「
桃
子
」
が
現
れ
ま
し
た
…
。

翌
朝
、
お
爺
さ
ん
が
山
へ
行
こ
う
と

す
る
と
、
お
婆
さ
ん
が
袖そ

で

を
引
い
て
言

い
ま
し
た
。

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
が
一
人
で
育

て
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
」

「
一
人
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
…
主

に
、
お
前
に
、
育
て
て
ほ
し
い
」

お
爺
さ
ん
は
慎
重
に
答
え
ま
し
た
。

「
ど
う
し
て
で
ご
ざ
い
ま
す
？
」

「
ど
う
し
て
っ
て
…
や
は
り
、
子
供
は

女
が
産
む
も
の
だ
し
、
お
っ
ぱ
い
も
女

に
し
か
…
」

そ
こ
ま
で
言
っ
て
、
お
爺
さ
ん
は
は

っ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
桃
子
は
お
婆
さ

ん
が
産
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
乳
だ
っ
て
出
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
も
、
お
爺
さ
ん
は
、
世
間
の

習
い
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

「
た
と
え
、自
分
の
子
で
は
な
く
て
も
、

お
っ
ぱ
い
は
出
な
く
て
も
、
女
に
は
、

何
て
い
う
か
、
子
ど
も
が
か
わ
い
い
っ

て
い
う
、
母
性
・
・
・
」（
注
①
）

「
あ
な
た
は
、
か
わ
い
い
と
感
じ
な
い

の
で
す
か
」

「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
・
・
・
」

「
で
し
た
ら
、
女
も
男
も
変
わ
り
は
な

い
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
」

「
そ
、
そ
う
か
な
・
・
・
」

「
赤
ち
ゃ
ん
が
お
な
か
が
す
い
て
泣
い

た
時
に
、
す
ぐ
に
応
え
て
く
れ
る
人
が

そ
ば
に
い
る
か
ど
う
か
が
何
よ
り
も
重

要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
、
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

笑
顔
を
見
せ
た
ら
、
顔
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
に
っ
こ
り
笑
っ
て
く
れ
る
。
そ
の

こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
に
安
心
感
が

生
ま
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」（
注
②
）

「
・
・
・
・
・
」

「
そ
れ
が
生
み
の
親
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
必
然
性
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ

う
。
現
に
、
貴
族
の
方
々
は
、
皆
、
乳め

の

母と

が
育
て
ま
す
も
の
。
お
乳
の
代
わ
り

に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
男
だ
っ
て
か

ま
わ
な
い
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
」

お
爺
さ
ん
は
、
ま
た
ま
た
言
い
負
か

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
お
婆
さ
ん
と
お
爺
さ
ん

は
相
談
し
な
が
ら
二
人
で
桃
子
を
育
て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
柴
刈
り
は
交
代

で
出
掛
け
、
洗
濯
や
炊
事
は
、
そ
の
日

そ
の
日
で
都
合
の
つ
く
方
が
行
な
い
ま

す
。長

い
間
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
急
に
変
わ

っ
た
の
で
、
二
人
と
も
大
わ
ら
わ
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
日
ご
と
の
桃
子
の
成

長
が
励
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う

や
ら
、
苦
労
し
な
が
ら
桃
子
の
成
長
に

か
か
わ
っ
て
み
て
、
初
め
て
、
「
か
わ

い
い
」
と
い
う
思
い
が
実
感
と
し
て
生

ま
れ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

（
解
説
）

注
①
い
わ
ゆ
る
「
母
性
本
能
」
。
し
か

し
、
そ
れ
が
「
本
能
」
で
あ
れ
ば
、
だ

れ
に
教
え
ら
れ
な
く
と
も
皆
が
同
じ
行

動
を
と
れ
る
は
ず
で
す
。
人
間
の
場
合

に
は
、
子
育
て
は
、
学
ぶ
べ
き
「
文
化
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
・
出
産
・
授

乳
は
確
か
に
女
性
に
特
有
の
も
の
で
す

が
、
「
産
む
機
能
」
が
そ
の
ま
ま
「
育

て
る
能
力
」
に
な
る
ほ
ど
事
態
は
単
純

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注
②
男
女
ど
ち
ら
も
が
持
ち
得
る
こ
う

し
た
人
間
的
資
質
を
、
「
母
性
」
に
代

わ
っ
て
「
育
児
性
」
「
養
育
性
」
な
ど

と
呼
ぶ
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
人
権
女
性
政
策
課
）

母
子
・
寡
婦
家
庭
の
人
に
修

学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

福
祉
資
金
貸
付
説
明
会
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１
月
の
第
２
月
曜
日
は
成
人
の
日
で

す
。20

歳
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
っ
て
、
成

人
式
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

１
月
８
日
�

開
場
　
午
前
９
時
30
分
〜

開
式
　
午
前
10
時
〜

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
―
24
）

対
象

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
同
56

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

人
（
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
）

※

住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
新
成
人

で
も
、式
典
へ
の
参
加
は
自
由
で
す
。

た
だ
し
、
記
念
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
会
場
が
狭
い
た
め
入
場
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

20
歳
に
な
る
と
、
学
生
を
含
め
、
全

て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
60
歳

ま
で
の
40
年
間
、
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
老
後

に
受
け
取
る
年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
あ
る
い
は
も
ら
え
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
、

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
病
気
や

事
故
な
ど
で
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
、

障
害
年
金
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
助
け

合
い
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
納
め
る
保
険
料
が
、
お
年
寄
り
の
生

活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の

将
来
の
生
活
も
保
障
し
て
い
る
の
で
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
月
額
（
平
成
12

年
度
）

１
３，

３
０
０
円

※

よ
り
高
い
老
齢
年
金
の
給
付
を
希

望
す
る
と
き
は
、
月
額
４
０
０
円

（
付
加
保
険
料
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度

積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
国
民
年
金
保

険
料
の
一
部
を
活
用
し
て
、
教
育
資
金

な
ど
を
融
資
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
納
付
済
期
間
が
10
年
以
上

あ
る
人

貸
付
金
額

学
生
１
人
に
つ
き
50
万
円

ま
で

対
象
資
金

高
校
、
大
学
な
ど
の
受
験

料
、
入
学
金
、
授
業
料
、
下
宿

代
お
よ
び
在
学
中
の
国
民
年
金

保
険
料
な
ど

返
済
期
間

10
年
以
内

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
年
金
住
宅
福

祉
協
会

�
（
291
）
０
３
３
１

（
国
保
年
金
課
）

満
20
歳
に
な
る
と
、
選
挙
権
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
誰
も
が
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
願
い
を
託
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
選

挙
で
投
じ
る
一
票
な
の
で
す
。

投
票
を
棄
権
し
て
い
て
は
、
社
会
は

１
月
８
日

成
人
式

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら

良
く
な
り
ま
せ
ん
。
未
来
を
担
う
あ
な

た
た
ち
が
、
社
会
や
政
治
に
関
心
を
持

ち
積
極
的
に
投
票
す
る
こ
と
で
新
た
な

社
会
が
生
ま
れ
ま
す
。

あ
な
た
が
投
じ
る
一
票
は
価
値
あ
る
一

票
な
の
で
す
。

満
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
、「
選

挙
人
名
簿
」
に
名
前
が
登
録
さ
れ
、
選

挙
が
あ
る
ご
と
に
「
投
票
所
入
場
整
理

券
」
が
あ
な
た
の
手
元
に
送
ら
れ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、県
外
に
引
っ
越
し
す
る
と
、

住
民
票
の
異
動
届
を
出
し
て
か
ら
３
か

月
間
は
、
引
っ
越
し
先
の
住
所
地
で
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

大
切
な
選
挙
権
を
有
効
に
使
う
た
め

に
も
、
引
っ
越
し
を
し
た
と
き
は
、
必

ず
住
民
票
の
異
動
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら

な
い
」

▽
政
治
家
や
候
補
者
な
ど
が
、
お
歳
暮

や
寄
附
な
ど
、
金
品
を
贈
る
こ
と
は

“ル
ー
ル
違
反
”
で
す
。

▽
政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
、
お
祭
り

の
寄
附
な
ど
、
金
品
を
求
め
る
こ
と

は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
政
治
家
や
候
補
者
な
ど
か
ら
、
祝
儀

や
せ
ん
別
な
ど
、
金
品
を
受
け
取
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

平
成
13
年
度
中
に
開
催
予
定
の
「
男

女
共
同
参
画
都
市
宣
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
０
１
」
の
日
程
や
内
容
に
つ
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
企
画
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
男
女
が
性
別

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
お
互
い
を
尊

重
し
、
の
び
の
び
と
生
き
て
い
け
る
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
、
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
、
運

営
、
会
議
の
出
席

※

会
議
は
月
２
回
程
度
、
原
則
と
し

て
金
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
に
行

い
ま
す
。

活
動
期
間
　
２
月
９
日
�
か
ら
フ
ォ
ー

ラ
ム
終
了
ま
で

募
集
人
数

５
人
程
度

応
募
方
法

１
月
31
日
�
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
連
絡

す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政

策
課
男
女
平
等
推
進
担
当

�
（
584
）
１
１
１
６

5
（
584
）
１
１
５
３

公
職
選
挙
法
ひ
と
口
メ
モ

引
っ
越
し
を
し
た
ら

住
民
票
の
異
動
届
を

積
極
的
に
投
票
に
行
こ
う

社
会
を
決
め
る
価
値
あ
る
一
票

投
票
で
は
た
ち

●

●

●

の
主
張
を

「
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
０
１
」

企
画
委
員
募
集
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１
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

¡
¡

¡

¡

¡

¡

¡
¡

¡

¡

�
２
０
０
１
年
お
正
月
あ
そ
び
大
会

（
須
玖
）
７
日
�
　
午
後
２
時
〜

ふ
く
わ
ら
い
、
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
と
り
、
あ

や
と
り
、
た
こ
あ
げ
と
楽
し
い
正
月
あ
そ
び
が

い
っ
ぱ
い
。
今
年
も
元
気
に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

�
七
草
が
ゆ
を
食
べ
よ
う
！

（
光
町
）
７
日
�
　
午
後
３
時
〜

七
草
が
ゆ
は
、
せ
り
、
な
ず
な
、
ご
ぎ
ょ
う
、

は
こ
べ
ら
、
ほ
と
け
の
ざ
、
す
ず
な
、
す
ず
し

ろ
の
春
の
七
草
を
入
れ
た
お
か
ゆ
で
す
。
み
ん

な
で
食
べ
て
、
今
年
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

�
星
に
願
い
を
（
新
世
紀
星
座
教
室
）

（
毛
勝
）
20
日
�
　
午
後
７
時
〜

冬
の
星
座
、
オ
リ
オ
ン
座
の

”す
ば
る
“
を

見
ま
す
。
今
年
も
良
い
年
に
な
る
よ
う
に
、
星

に
願
い
を
た
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

14

※
　
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー
所
在
地
の
表
示
が
「
下
白
水
３
３
５
番
地
２
」
か
ら
「
大
土
居
１
丁
目
38
番
地
」
に
変
り
ま
し
た
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
節
目

の
１
月
１
日
号
で
、
市
報
か
す
が
も
７

０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
７
０
０
号
特
集
は
、
前
任
者
の

（
なべ
）
が
６
０
０
号
記
念
と
し
て
掲
載

を
予
定
し
て
い
た
原
稿
（
紙
面
が
足
り

ず
に
ボ
ツ
に
な
っ
た
も
の
）
を
元
に
、

を
中
心
に
編
集
作
業
を
進
め
た
も
の

で
す
▼
市
報
の
歴
史
は
市
の
歴
史
。
色

あ
せ
た
古
い
市
報
を
見
な
が
ら
、
こ
ん

な
こ
と
も
あ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
感
心
す

る
こ
と
し
き
り
で
し
た
。
そ
の
上
、
当

時
小
学
６
年
生
だ
っ
た
私
自
身
が
登
場

し
て
い
る
市
報
も
発
見
。
な
つ
か
し
さ

で
胸
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
▼
皆
さ

ん
も
一
度
、
古
い
市
報
を
見
て
み
ま
せ

ん
か
。
思
わ
ぬ
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。
希
望
す
る
方
は
、
市
役
所

２
階
広
報
広
聴
担
当
ま
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
▼
そ
れ
か
ら
、
今
回

の
編
集
作
業
を
す
す
め
る
中
で
、
残
念

な
が
ら
「
春
日
町
政
だ
よ
り
６
号
」
が

紛
失
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
当
時
は
不
定
期
で
発
行
さ
れ
て
お

り
、
６
号
は
昭
和
39
年
12
月
ご
ろ
に
発

行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
お
持
ち
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
心
ば
か
り
の
お
礼

を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
伊
）

市
報
か
す
が
７
０
０
号

問１　②長くつ下のピッピ
問２　③レセプト　
問３　①１月８日　
問４　③動物の保護及び管理に関する法律
問５　②英彦山ガラガラ
（応募総数　58通）

市役所の仕事始めは？
①１月３日
②１月４日
③１月５日

20歳になると加入しなければならないのは？
①国民貯金
②国民税金
③国民年金

市報かすがは今回で何号？
①７００号
②８００号
③９００号

願をかけた寺社にお礼参りすることを？
①ご願ほどき
②ご願もどき
③ご願くどき

春の七草でないのは？
①すずな
②すずしろ
③すずらん

ヒント　ほかのページを見てください。

なるほどザＫＡＳＵＧＡ

ハガキに市報の月日号、クイズの答え、
住所、氏名、電話番号、市報に関する質問や
要望などがあれば記入し、下記までお送りく
ださい。

〒816－8501
春日市役所秘書広報課

１月20日（当日到着分まで有効）

全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（５００円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表にかえさせ

ていただきます。

問１

問２

問３

問４

問５
応募方法／

あ て 先 ／

締め切り日／

賞品・当選発表／

���
���
���

「
市
報
か
す
が
」
や
「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
内
容
を
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
こ
れ
を
毎
月
、
目
の
不
自
由
な

人
に
届
け
て
い
る
の
が
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
じ
さ
い

の
会
」
で
す
。

昭
和
63
年
に
、
そ
れ
ま
で
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て

い
た
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
継
い
で
か
ら
す
で
に
12
年
。

そ
の
長
年
に
わ
た
る
奉
仕
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
、
10
人
の
「
朗
読
奉
仕
員
」

で
発
足
し
た
こ
の
会
も
、
現
在
、

会
員
は
34
人
。
テ
ー
プ
は
、
17
人

の
希
望
者
に
毎
月
２
回
、
市
報
発

行
日
と
同
じ
１
日
と
15
日
に
配
っ

て
い
ま
す
。

「
急
が
な
い
と
間
に
合
わ
な
い

の
で
、
市
報
が
市
役
所
に
納
品
さ

れ
る
と
同
時
に
受
け
取
り
、
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル

ー
ム
で
作
業
開
始
。
で
も
、
ペ
ー

ジ
ご
と
に
分
担
し
ま
す
か
ら
、
ば

ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
事
前
に
全

員
で
一
読
し
、
そ
の
内
容
に
ふ
さ

わ
し
い
音
読
方
法
を
十
分
話
し
合
っ
て
か
ら
で
な
い
と
吹
き
込

み
に
は
取
り
掛
か
か
れ
ま
せ
ん
」
と
、
会
長
の
慶
田
節
子
さ
ん
。

「
方
法
が
決
ま
れ
ば
、
各
自
が
写
真
説
明
や
固
有
名
詞
の

解
説
な
ど
も
織
り
込
み
な
が
ら
読
み
進
め
、
最
後
に
１
本
の

テ
ー
プ
に
ま
と
め
て
完
成
さ
せ
ま
す
」

一
見
、
簡
単
そ
う
に
思
え
た
こ
の
作
業
も
、
実
は
、
想
像

以
上
に
入
念
な
準
備
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

実
際
に
テ
ー
プ
を
聞
い
て
み
る
と
、
む
し
ろ
市
報
を
読
む

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
ま
る
で
市
報
に
命
が
吹
き
込
ま
れ
た

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
出
来
栄
え
で
す
。

月
に
一
度
は
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
講
師
に
発
音
や
抑
揚
の

研
修
会
も
。
会
員
の
だ
れ
も
が
「
月
２
回
の
吹
き
込
み
日
が

待
ち
遠
し
く
て
」
と
、
意
欲
的
で
す
。

「
た
と
え
１
人
で
も
必
要
と
す
る
人
が
あ
る
限
り
、
私
た

ち
は
作
り
続
け
ま
す
」

会
員
の
こ
の
熱
い
思
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
声
の
市
報
」

が
、
た
だ
の
音
読
テ
ー
プ
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
朗
読
作
品

に
仕
上
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

※

「
声
の
市
報
」
を
希
望
す
る
人
は
、
市
高
齢
障
害
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、「
声
の
市
報
」
は
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
民

図
書
館
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

Ｋ
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市の人口
※　市報かすがは森林資源を守るため古紙配合率80%の再生紙を使用しています。

発
行
／
春
日
市
役
所
　
〒
816
‐
８
５
０
１
福
岡
県
春
日
市
原
町
３
丁
目
１
番
地
５

1
（
５
８
４
）１
１
１
１
　
編
集
／
春
日
市
役
所
秘
書
広
報
課

印
刷
／
（資）
四
ヶ
所
印
刷

ホームページアドレス（URL）http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

第26回春日市走ろう会が、12月３日、白水大池公園で行われ、市民約８００人が、池
を巡る園路で健脚を競いました。
一般男子の部で園路を２週した参加者の一人は「いい運動になった。この大会は無料
でだれでも参加できるのがいい。来年も必ず参加します」と気持ちよさそうに汗をぬぐ
っていました。
種目別の優勝は次のとおりです。
○個人の部（敬称略）
u小学生　女　子　　　男　子
１年　田中

た な か

裕希
ゆ き

姫野
ひ め の

翔
しょう

２年　新開
しんかい

莉奈
り な

武田
た け だ

海斗
か い と

３年　加納
か の う

晴香
は る か

森
もり

雄治
ゆ う じ

４年　藤本
ふじもと

華子
は な こ

佐藤
さ と う

佑樹
ゆ う き

５年　森崎
もりさき

望
のぞみ

西嶋
にしじま

駿介
しゅんすけ

６年　八尋
や ひ ろ

晴香
は る か

柴田
し ば た

康弘
やすひろ

u中学生　女子 染矢
そ め や

知澄
ち す み

男子 執行
しぎょう

正将
まさゆき

u一般　　女子 嘉村
か む ら

浩子
ひ ろ こ

男子 和田
わ だ

保
たもつ

○駅伝の部
u中学生　女子 春日野中学校陸上部

男子 春日野中学校陸上部
u一般　　男子 Run

ラ ン

・Sig
シ グ

・4
フォー

uスポーツ少年団 女子　春日ミニバスケット
男子　春日ミニバスケット

性別にとらわれず、個性豊かにのびのびと生きていける、男女
共同参画社会の実現を目指して、11月25日と26日、クローバー
プラザであすばるフェスタが行われました。
26日には、春日市女性の会の22人が、劇「一寸

ちょっと

ちゃんがゆく」
を熱演。昔ばなしをミュージカル風に仕立て、歌や踊りを交えな
がら、その人らしく生きていける社会の大切さを訴えました。
劇に続いて、原作者の奥山

おくやま

和弘
かずひろ

さん（静岡県生涯学習企画課指
導主事）が、「おかしなかたよりに気づくヒント」と題して講演。
私たちが日常の中で見落しがちな男女の取り扱いの差につい

て、身のまわりにあるポスターや実体験などを例に挙げてわかり
やすく説明。思い込みを捨て、多様な生き方を認めていこうと話
していました。

△ゴールまで、あと10m

白水大池公園の園路をコースに、11月25日、
“ウオークフェスタかすが”が行われ、３１６人
の市民が参加しました。
当日はすがすがしい晴天にめぐまれ、参加者

は自分の体力に合わせて選んだ距離を、気持ち
よさそうに歩いていました。
歩き終えた参加者には、ぜんざいがふるまわ

れ、たいへん好評でした。
また、親子でふれあってもらおうと、レクリ

エーションコーナーも設置。フライングディス
クやペタンクなどのニュースポーツに、親子で
仲良く挑戦していました。

△美しく紅葉した大池公園をのんびり～っと △旅先での出会いからいろんな生き方を学んでいく一寸
ちょっと

ちゃん（中）

v
講
演
す
る
奥
山
さ
ん




